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　　教会年間テーマ～主に愛された者から主を愛する者へ「私は主を愛する」～
きょうかいねんかん しゅ あい もの わたし

　十字架は、ローマ帝国で用いられていた処刑道具の一つでした。十字架刑は罪人を殺すためであると同時に、政治犯や奴隷の反逆行為に対する見
ていこく もち しょけいど う ぐ ひと けい ざいにん ころ ど う じ せ い じはん ど れ い はんぎゃくこ う い たい み

せしめのためでもあったので、その方法は、生きたまま裸にして手足を釘で木に打ちつけ、激しい苦痛と辱めを与えながら長い時間をかけて死に至
ほうほう い はだか て あ し くぎ き う はげ く つ う はじかし あた なが じ か ん し いた

らしめるという、最も残虐なものでした。世界を見れば、十字架以外にも、ギロチン・絞首台・電気椅子など、一目で処刑道具と分かるものは様々
もっと ざんぎゃく せ か い み い が い こうしゅだい で ん き い す ひ と め わ さまざま

ありますが、これら「死」を連想させる不吉なものを、日常生活で目につくところに飾っておきたい人は（特別な趣味・嗜好をお持ちでない限り）
れんそう ふ き つ にちじょうせいかつ め かざ ひと とくべつ し ゅ み し こ う も かぎ

少ないと思います。ところが昔から十字架だけは、クロスモチーフとしてあらゆるファッションに取り込まれ、幅広い世代に好まれて、今日でも
すく おも むかし と こ はばひろ せ だ い この こんにち

根強い人気を博しています。なぜ、かつては呪われたものの象徴として人々が目を背けた「十字架」が、逆に人々に慕われ、崇拝される存在となっ
ねづよ に ん き はく のろ しょうちょう ひとびと め そむ ひとびと した すうはい そんざい

たのでしょうか。それは、今から約2000年前、この凄惨で恐ろしい十字架に、一人の罪無き人が磔にされたことに始まります。　　　　　　　　　　　　　　　
いま やく ねんまえ せいさん おそ ひ と り つみ な はりつけ はじ

その人とは、イエス・キリストです。

ショートメッセージ「十字架～神の愛の証～」
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キリストは罪を犯したことがなく、その口に何の偽りも見いだされませんでした。ののしられても、ののしり返さず、苦しめられても、　　　　　
つみ おか くち なん いつわ み かえ くる

おどすことをせず、正しくさばかれる方にお任せになりました。そして自分から十字架の上で、私たちの罪をその身に負われました。　　　　　　　　　　　
ただ かた まか じ ぶ ん うえ わたくし つみ み お

それは、私たちが罪を離れ、義のために生きるためです。キリストの打ち傷のゆえに、あなたがたは、いやされたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はな ぎ い う きず

＜ペテロの手紙第一２章 22～24節＞
てがみだいいち しょう せつ

　万物を創造された神に背を向け、自己中心の道（罪）を、滅びに向かって歩み続ける全人類を救うため、イエス様は私たちと同じ人間の姿でこの
ばんぶつ そうぞう かみ せ む じ こ ちゅうしん みち つみ ほろ む あゆ つづ ぜんじんるい すく さま わたし おな にんげん すがた

地上にお生まれになりました。それは、私たちの罪をその身に負い、死ぬべき私たちの身代わりとなって、十字架上でその尊い命を捨ててくださる
ちじょう う み お し み が じょう いのち す

ためでした。
まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった。だが、私たちは思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられたのだと。しかし、

かれ やまい いた おも ばっ う

彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、
さ とお とが くだ こ へいあん

私たちはいやされた。私たちはみな羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ひつじ みち む

しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しゅ

＜イザヤ書53章４～６節＞

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちに、いのちを得させてくださいました。ここに、神の愛が私たちに示されたのです。　　　　
ご よ つか かた え しめ

私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
そな もの み こ つか

＜ヨハネの手紙第一４章9～10節＞

　「ここに神の愛が示された」と語っているのは、イエス様の12弟子のひとりで、自らを「イエスの愛された弟子」と称したヨハネです。イエス様
しめ かた で し みずか しょう

と寝食を共にした彼が、自分に対する神の愛を本当に知った「ここ」とはすなわち「十字架」です。（ヨハネは実際に、その目で十字架上のイエ
しんしょく とも かれ じ ぶ ん たい ほんとう し じっさい め

ス・キリストを目撃した弟子です。）また、この神の愛を知って人生を180°転換させられ、その後、命をかけてこの愛を人々に伝えるために生きた
もくげき じんせい てんかん のち つた い

パウロという人は、こう告白しています。
こくはく

しかし私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に誇りとするものが決してあってはなりません。　　　　　　　　　　
ほこ けっ

＜ガラテヤ人への手紙６章14節＞　
　キリスト教会に掲げられた十字架は、全人類に対する神の愛の証です。そして、その愛を受け取った私たちクリスチャンにとっての、最大の誇り

きょうかい かか う と さいだい

です。あなたも、十字架の前に立ってそれを見上げる時、そこに、ご自分の命を捨てても惜しくないほどにあなたを愛されたイエス様を思い出して
まえ た み あ とき じ ぶ ん お おも だ

ください。そして、その愛を信じて受け取り、その愛の中に生きるおひとりとなってくださいますよう、心よりお祈りいたします。
しん なか こころ いの

わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こう か たっと

だからわたしは人をあなたの代わりにし　国民をあなたのいのちの代わりにするのだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
か くにたみ

＜イザヤ書43章４節＞　



単立　オリーブの木キリスト教会 2026年3月29日

　　病床やご高齢で教会に足を運ぶことが難しい場合、お呼びいただければ、牧師がどこへでも祈りにお伺いします
びょうしょう こうれい あし はこ むずか ば あ い よ ぼ く し うかが

教会HPはこちら　https://olivetree-christchurch.com

　２月、１月末に８８歳で召天されたT 兄 のお別れ会という大きな出来事がありまし
まつ さい しょうてん きょうだい わか かい おお で き ご と

た。私たちの教会としては、初めてみんなで一から準備した「葬儀」でしたので、その全
わたし きょうかい はじ いち じゅんび そ う ぎ ぜん

行程が守られ、素晴らしい当日を迎えれたことを主に感謝します。キリスト教の葬儀は、
こうてい まも す ば とうじつ むか しゅ かんしゃ

礼拝形式で行われます。それは、旅立った兄弟姉妹を創造された神さま、その全生涯を共
れいはいけいしき おこな たび だ きょうだいし ま い そうぞう かみ ぜんしょうがい とも

に歩み守られた神さま、十字架の贖いと復活の力で死を越えて私たちを導き、天の御国で
あゆ まも あがな ふっかつ ちから こ みちび てん み くに

の再会を約束してくださる神さまをほめたたえるためです。T兄のお別れ会においても、
さいかい やくそく

神さまの素晴らしい作品であるT兄と私たちが出会わせていただいた恵みを心から感謝し
す ば で あ めぐ

つつ、必ずまた会えるという喜びの希望を、集まったみなで共に分かち合うことができま
かなら あ よろこ き ぼ う あつ とも わ あ

した。実の孫のように可愛がってもらった６歳のNちゃんの「とても寂しいけれど、また
じつ まご か わ い さい さび

天国で会えるので、今日はとっても楽しい日になりました」という祈りが、深く心に残っ
きょう たの ひ いの ふか こころ のこ

ています。死は別れです。しかし、私たちクリスチャンにとってのそれは、しばしの、
一時の別れです。私たちは、復活し、そして、永遠に生きるために死ぬのです。
いちじ えいえん い
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・こどもれいはい　９時半〜１０時 

・礼拝　１０時半〜１２時 

礼拝 後 はパーティ！& 工作 タイム！　　　
ご こ う さ く

※参加費は無料です。※
さ ん か ひ むりょう

　もし、イエス・キリストの十字架が死
で終わってしまったのなら…たとえ私た

お

ちのすべての罪が赦されたとしても、そ
のために払われたイエス様の犠牲を思い

ぎせい

出すことは、負い目や悲しみを伴うもの
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希望をもって十字架を見上げることがで
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きます。それはなぜでしょうか。　　　 
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一晩中休むことなく、ユダヤの宗教指導者→ローマ総督→
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おう ふ と う さいばん
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を背負って、都の外の処刑場へと歩まれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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